












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































計 100 １００１１００１１００１１００１１００１１００１１００１１００１１００ 
資料：「Ｙ日記」より算出。
態がバタータとアメンドインに移るにしたがって，労働のピークは４～６月と
12～１月に現れるようになる。特に1949～1953年はセッカのバタータで勝)負
し，1954年以降は，アグアのアメソドインに集中したことを，この表は明らか
に示している。
④労働力の雇用形態
「Ｙ日記」の記載によれば，賃労働者は二通りある。一つはくハメイア＞で
あり,一つはくカマラーダ＞である。ハメイアは正確にはくアメイアameia＞
という生産物折半の請負制で，いわゆる分益農であり，ブラジルではメイエイ
ロmeieiroとよぶ。カマラーダは日雇い賃銀労働者である。
ハメイアと記録されている者は，プルデンテ市南郊の農地に居住していた
1948年までは，パリシード，ゼイト，ビンセントの３名である。この３名は，
Ｙ氏の農地の一部で分益契約で綿を作ると同時に，綿の収穫期に綿摘み労働を
出来高払いで行なっている。一人当たりの１回の支払い額は５００クルゼイロに
も及び，概して高額である。また1947年には，ゼイトの子が病気ということで
500クルゼイロずつ３回にわたって前渡しの形で支払いが行われている。これ
は，Ｙ氏のハメイア・ゼイトに対する信用が厚いことを示すとともに，Ｙ氏と
ハメイアとの間には雇用関係を補強する温情関係が存在していることを示唆し
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ている。
カマラーダと記録されている者の数は多い。カマラーダは，たいてい「外人
カマラーダ」と記載されている。ジョーン，イザイ兄，イザイ弟，シルパ，ゼ
ラド，リゼ，リゼの弟，パショソ，アントニュ，オリソピオ，シレリーのほ
か，ピリグイノ（サソパウロル|ノロエステ線ピリグイ生まれの意)，バイヤノ
（ブラジルの北東部のバイヤ地方生まれの人の呼称)，ベイヤの兄，バイヤの
弟といった記載や，外人黒，外人アレマン（ドイツ系という意）といったが見
られる。カマラーダの作業は，綿摘象が多く，また除草作業も多い。一人当た
りの１回の支払い額の単価は小さく，５０クルゼイロ程度のものが多く，１０とか
20クルゼイロといったものまでがある。出来高払いで少量の収穫しか行わない
ものまでを含んでいる。名前の代わりに生まれによって名を呼んでいるのは，
土地に定着性の弱い農村移動労働者に対して性交にして用いられるやり方であ
る。カマラーダは一般に臨時雇い的性格が強いが，名前も記されないものはよ
り臨時雇い的性格が強いといえる。
現在地に移転した1989年から1952年ころまでは，ハメイヤとしてはフランシ
スコ１名が記載されていた。1955年にはリウゼ１名に固定される。現在地移転
後も綿作も一部行っていたので，綿摘永作業のためと，除草作業のために多く
のカマラーダを雇い入れている。1954年からはアメソドイソの脱殻作業がカマ
ヲーダの主要な仕事となる。日雇い賃労働は，周辺の農場のメイニイロによっ
てまかなわれる場合が多い。記載に，上外人ハメイヤ，下外人ハメイヤとある
のは，近隣のメイエイロのことである。カマラーダの割合は少なくなってい
る。この地点は，主要街道沿いの地域なので，流動的農村移動労働を比較的入
手しやすい。ただし，アントニオ，ジョン，リュゼ，マノエのほかは，あまりに
流動性が強いためか，記載には名前は記せられず,外人若,外人爺,外人女,外
人黒,外人爺黒，外人若黒といった,外見からする区別的記載が主輩見られる。
１）Ｊ＠Ａ・Ｋａｈｌ“ThreeLatinAmericanSociologists”TransactionBooks,New
Brunswick，1988,ｐ、１４８．
２）西川大二郎「サンパウロ州内陸フロンティアにおける農業農業小生産者の成立過
程」『法政大学教養部紀要』第75号，６７ページ，1990年
３）上掲，1990年，70-71ページ。
（７）家計支出について
第３表のうち，生活費の部分を取り出して，その年次別構成比を算出したの
が第６表である。（第６表）
Hosei University Repository
1２ 
【。。、
串『》》①覇・飼命Ｓｍ①【）
塒冨屡閨
愚鵠自Ｅｌｇｇ爵９日
､●印●●●●■●
Cｑ司閂￣ＣＵＣＲＬｒ。⑪
円Ｈ円
『『。【｜③や。。
』ｃ０Ｃｃ【｜ｃＣｏＣＣ【｜ＣＣＤ。。［｜ＣＣｏＣＣ［ｌＣＣ０つ。［’○つ。。。［｜◎◎□つつ【’つつ。つ。【’つつｃｃつ【’つつ・つつ【’つつ・つら
》『『０印⑤｜【ぬぐ。、○［｜つぐ（
》》〉帝餉『。印①的。【駒（》、①『）
針
目
唇
塵
ＣｔＣＯＯくつ句守戸守００(◎｡、｡◎ＣＣｑＣＪＣ？守守
●●●●●■●●● 丙Ｃ0門ＲＣｑトＩｒＤＣＤｕＤ
１門司馳鰡酵一陶鯛》｜純鮒甦
③勲．や
＠ぬ。》【
［ぬ、［
【＠．駒
「駒。◎
ぬ【・【
Ｃや０ぬ
しト。【
ぬト。②
②⑤。》
むつ・ぬ
◎ぬ。［
［［。⑤輪
ぶト。【
⑤ｍｐｍ 
［ト．①
【駒。敏
【ト・駒園
⑭国際「
函の．ト
⑬駒ＤＣ
⑫曲・守
輯ＣＣＣ
ぬい。叩
①》。『【
倒露・［
①⑪。、［（
ま
）
鶴
丑
掻
鍵
霞
匝
窺
剖
慰
胆
剥
霞
還
掛
Ｑ
臘
拐
蝋
垣
鵬
句⑭、命
②［・ト
トＣＱ罰
駒ＣＱ命園
司一EYDGD百○ＤｇｖＤＣ、
ＣＶＤＣＵ￣ＣｑｕＤノトｕ。叩
●●●●､■●● 
ＨｅｑＣＵＣ閂ＣＶＤ￣戸
円丙gvD
的⑪。○
一調い》の句・印函の西國（○ｍ⑤【）
叶
呂
唇
竪
Ｃ、ロブ●gYつｔ－《｡ｂ亘司
○】ＣＤｋ－守・･･】●、
ごｏ６ご閂６V；ｃｖｉｏｄば
トｍＣＣ
ｍ印。◎旬
》（い》ぬ①０『⑰叩。①駒（の『②［）
叶
討
唇
圏
国①。⑭
⑫ト・〉［
ｍｍｏ印
的國。⑭
③。。Ｃ
「⑤。【
ト⑭。⑤
Ｃｏｏ【
⑭》。［
『》》》トマ・駒餉酉【雨（⑪》⑤［）
叶
囲
屡
竪
『⑨。④南
○【。「
《･再Ｏ○こつト
戸･･､･･
●｡●ロ●
●［ｖＤＣＯＯＣ､0 
○曲。◎
》一》》マロ・垣⑪『。③討（ト寺の［）
叶
囹
屡
堅
【ｍ・駒餉
困守。園
⑰【・ト
ｍＣ０Ｃ 
勾飼。【
ト①□ぬ［
［》・ぬ
。玉駄《橿堂ｃ制「鵬亘涕」⑫棄慰
［國・②
》》》函『○・⑭園（・》③【）
叶
司
晨
堅
前②。［
的⑭。⑤［
①［・命
印［。『
、⑰。【
守唄。⑫
⑭、。【［
②＠．雨【
ぬ⑭。印雨
園山。、
『①。②駒
Ｇ割［）
絆冨晨
圏
CＣ－･ 
閂CTt-
G●● 
円閂（YD
９日昭禺
●｡●● 
(｡￣①● 
ト⑤・ぬ
瓢掛慰咀慰瓢潔慰撫瓢慰潔鍋魍寵蝿
糞 蜑鴎血羅製紅鰹鯛醗逃迄 締繍
騏圏僧正起謂壁蒋繊胤惑惚Ｍ２濃圏蝋
Hosei University Repository
1３ 
この表を見て，まずいえることは，家計の規模の拡大である。1945～46年平
均と1954～55年平均とを比較すると，この10年間で，家計の規模は約4.5倍に
拡大した。この間の物価の変動を，パンの価格で見ると約３倍，煙草の価格で
見ると約４倍であるから,〆生活費の規模は，それを幾分上回ったといえる。
①食生活関係について
食料費に関してゑると，それが家計の中で占める割合は約30パーセント前後
でほとんど変化がない。つまり，家計の規模が拡大しただけ，その量と内容が
良くなったことを意味しているといえる。
食生活の内容についてここに詳しく触れることは難しいが，「Ｙ日記」の一
部から，主要食品の消費量を抽出して，第７表を作成した。（第７表）
第７表Ｙ家の主要食品品目別消費戯（昭和20～30年）
辮羽ｻﾞ|電誉肉》｜錘雅鈍矼舶、躯 ３２
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２
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資料：「Ｙ日記」より作成。
この表の示すところを見ると，1949年（昭和24年）の前と後では，パンと麦
粉とマカロニの消費が減少し，白米と餅米と素麺の消費が増大している。これ
は経済的な豊かさによるものなのか，経済的に豊かになることによって日本的
食生活に対する潜在的欲求が顕在化したためなのか，移転した土地が大都市プ
ルデンテ市により近接し，日本的食料の入手がより容易になったためなのか，
多分そのいずれもが原因と考えられる。肉に関しては，鶏肉から牛肉へ，そし
て量の増大が見られる。これらのことは，食文化の適応の過程では，経済的条
件，文化への空間的アクセスピリティが満たされると，肉を捨てないという合
理性をもちながらも，食文化の先祖帰りは，容易に実現されることを示してい
るという点で興味あることである。
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②保健，医療関係について
保健・医療関係費用は保健饗として分類した。その内容は，薬代，病院での
医療費，按摩，灸，理髪代を含めた。
保健費の支出は変動の波が大きい。1946～49年の３年間は特に支出が大き
く，1948年にいたっては，総支出の36パーセントを占め，それは全食費を凌親
している。当時のブラジルでは，日常薬といえば，胃腸薬としてはカルピズ
マ，風邪薬としてはアスピリナといわれるように，Ｙ家でもその支出は頻繁で
ある。単価は前者で12クルゼイロ，後者で５または10クルゼイロと安価なもの
で，たいていの町の薬局にあり，バイエル社のアスピリナといえば場合によっ
ては田舎のパールにさえ置かれている。これが家計を圧迫するわけではない。
Ｙ家は1948年まではアニューマスに居住していた。家長の父母は移住後長い開
拓地生活が十数年に及び，年齢も60歳に近づいた。この頃，家長の母と妻と次
女に風邪ぎゑの病気が多く，病院に通うようになった。病院での手当ては，も
し単なる風邪で体力が衰えている場合にビタミンの注射をする程度の治療をし
ても，たちまち500～750クルゼイロ程度の支出となる。その上，これは保健費
に入れていないが，車代としての交通費がかかる。病気の家計に対する圧力は
保険制度が整った社会では考えられないほどであることを，この資料は示して
いる。また，彼らが少しでも余裕があれば，日常の家族の食費はきりつめない
という家族型移民の態度に影響を与えている。
③文化的，社会的支出について
この関係の支出は，分類の判定が大変難しい。
娯楽費には，映画（シネマ)，釣り，サーカス（シルコ）見物といった個人
の娯楽に限った。交際費は，友人知人の見舞い，家の交際費，その際の土産
代，賎別等である。日本人会や学校へ寄付金，寺への寄付ないしお布施などは
寄付の中に入れた。
娯楽費，交際費の弁別が難しい上，寄付金，慶事費，場合によっては法事費
でさえ，娯楽，交際的色彩を帯びる。明らかに，慶事，法事と思えるものは別
に分類した。娯楽費，交際賀を合わせると家計の大体10数パーセントに達し，
年と共に増える傾向を持っている。それは，経済的な余裕と共に，年齢的な交
際の幅と質の変化，例えば知人友人の病気見舞いが増えたといったことの結果
でもあると考えられる。
（以下次号）
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